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災
害
は
災
厄
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、
被
災

し
た
社
会
が
被
災
前
か
ら
抱
え
て
い
た
課
題
に
取

り
組
む
契
機
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。

　

二
〇
〇
四
年
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
・
津
波
の
最

大
の
被
災
地
と
な
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ア
チ
ェ

州
は
、
自
然
災
害
の
大
き
さ
だ
け
で
な
く
、
被
災

地
が
紛
争
地
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
救
援
復
興
活
動

に
は
困
難
が
予
想
さ
れ
た
。
し
か
し
、
被
災
か
ら

四
年
半
が
経
過
し
た
現
在
、
三
〇
年
間
続
い
た
紛

争
は
和
平
に
向
か
い
、
復
興
事
業
の
中
心
と
目
さ

れ
た
住
宅
再
建
事
業
は
目
標
の
一
二
万
戸
の
建
設

を
達
成
し
た
。
多
様
な
救
援
復
興
事
業
を
調
整
し

て
い
た
ア
チ
ェ・ニ
ア
ス
復
興
再
建
庁
（
Ｂ
Ｒ
Ｒ
）

は
解
散
し
、「
津
波
か
ら
の
復
興
」
に
区
切
り
が

つ
け
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

津
波
と
そ
の
後
の
大
規
模
な
救
援
復
興
活
動
は

被
災
地
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
人
々
の
生
活
を
ど
の

よ
う
に
変
え
た
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、「
津
波
後
」

の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
ど
こ
へ
向
か
お
う
と
し
て
い

る
の
か
。
被
災
地
で
あ
る
ア
チ
ェ
の
人
々
が
津
波

後
の
復
興
・
再
建
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

る
か
に
つ
い
て
は
他
で
論
じ
て
い
る
の
で
（
参
考

文
献
①
②
）、
こ
こ
で
は
、
復
興
過
程
を
ふ
り
か

え
り
な
が
ら
、
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
・
津
波
へ
の

対
応
の
経
験
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
全
体
に
と
っ
て
ど

の
よ
う
な
変
革
の
契
機
と
な
っ
た
か
を
、
社
会
意

識
、行
政
、政
治
制
度
の
三
つ
の
点
か
ら
考
え
た
い
。

●
甚
大
な
被
害
と
懸
念
さ
れ
た
紛
争
の

影
響

　

ス
マ
ト
ラ
島
西
方
沖
を
震
源
と
す
る
二
〇
〇
四

年
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
は
、
Ｍ
９
・
３
と
百
年
に

一
度
の
規
模
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
ス
マ
ト
ラ

島
沿
岸
部
で
高
さ
一
〇
ｍ
に
達
す
る
大
津
波
を
引

き
起
こ
し
、
イ
ン
ド
洋
沿
岸
諸
国
に
死
者
・
行
方

不
明
者
二
二
万
人
に
達
す
る
未
曾
有
の
被
害
を
も

た
ら
し
た
。
海
岸
の
リ
ゾ
ー
ト
地
に
滞
在
し
て
い

た
欧
米
や
日
本
の
観
光
客
も
被
災
し
、
津
波
の
映

像
が
テ
レ
ビ
・
ニ
ュ
ー
ス
で
繰
り
返
し
配
信
さ
れ

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
世
界
中
の
高
い
関
心
を
集
め
、

「
史
上
最
大
の
作
戦
」
と
銘
打
た
れ
た
大
規
模
な

救
援
復
興
活
動
が
開
始
さ
れ
た
。

　

ス
マ
ト
ラ
島
の
北
西
端
に
あ
っ
て
震
源
に
最
も

近
か
っ
た
ア
チ
ェ
州
は
、
海
岸
部
に
社
会
的
イ
ン

フ
ラ
の
多
く
が
集
中
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
大

き
な
被
害
を
受
け
た
。
死
者
・
行
方
不
明
者
は

一
六
万
五
〇
〇
〇
人
、
避
難
民
は
四
二
万
人
に
達

し
た
。
な
か
で
も
州
政
府
が
あ
る
バ
ン
ダ
ア
チ
ェ

市
は
、
市
街
地
の
三
分
の
一
が
全
壊
、
三
分
の
一

が
浸
水
す
る
被
害
を
受
け
、
人
口
の
四
分
の
一
を

失
い
、
州
政
府
は
機
能
不
全
に
陥
っ
た
。

　

ア
チ
ェ
州
へ
の
救
援
復
興
活
動
を
行
う
に
あ

た
っ
て
懸
念
さ
れ
た
の
は
、
ア
チ
ェ
州
が
長
年
に

わ
た
り
紛
争
地
と
な
っ
て
き
た
こ
と
だ
っ
た
。

　

ア
チ
ェ
州
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
ア
チ
ェ

の
分
離
独
立
を
主
張
す
る
自
由
ア
チ
ェ
運
動
（
Ｇ

Ａ
Ｍ
）
が
一
九
七
六
年
か
ら
独
立
運
動
を
展
開
し

て
い
た
。
Ｇ
Ａ
Ｍ
は
ア
チ
ェ
住
民
の
広
範
な
支
持

を
得
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
当
初
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
政
府
は
地
方
分
権
の
強
化
な
ど
に
よ
り
ア
チ
ェ

に
部
分
的
な
自
治
を
与
え
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
家

に
位
置
づ
け
る
こ
と
で
対
応
を
試
み
て
き
た
。
し

か
し
、
Ｇ
Ａ
Ｍ
と
治
安
当
局
の
軍
事
衝
突
は
収
ま

ら
ず
、
二
〇
〇
三
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
ア

チ
ェ
州
全
域
に
軍
事
非
常
事
態
を
宣
言
し
、
Ｇ
Ａ

Ｍ
掃
討
の
た
め
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
軍
主
導
の
統

合
作
戦
を
実
施
し
た
。
ア
チ
ェ
州
へ
の
外
国
人
の

立
ち
入
り
は
制
限
さ
れ
、
ア
チ
ェ
紛
争
に
関
心
を

寄
せ
る
多
く
の
人
道
支
援
団
体
が
現
地
で
の
活
動

を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

紛
争
の
要
素
を
考
え
る
な
ら
、
被
災
前
の
ア

チ
ェ
州
は
次
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
第

一
に
、
ア
チ
ェ
住
民
と
外
部
世
界
と
を
結
ぶ
経
路

が
国
軍
と
Ｇ
Ａ
Ｍ
に
管
理
さ
れ
て
い
た
。
外
国
人

の
入
域
制
限
や
情
報
統
制
が
行
わ
れ
る
中
で
、
ア

スマ
ト
ラ
沖
大
地
震
・
津
波
／
イ
ン
ド
ネ
シ
ア（
二
〇
〇
四
年
）
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チ
ェ
と
ア
チ
ェ
域
外
と
の
物
流
に
、
国
軍
と
Ｇ
Ａ

Ｍ
の
双
方
か
ら
護
衛
料
や
「
通
行
税
」
の
支
払
い

が
求
め
ら
れ
る
状
況
が
続
い
て
い
た
。

　

第
二
に
、
紛
争
和
解
の
試
み
は
十
分
な
成
果
を

挙
げ
て
い
な
か
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
と
Ｇ

Ａ
Ｍ
と
の
あ
い
だ
に
和
平
交
渉
の
場
を
設
定
し
、

緊
急
人
道
支
援
を
実
施
し
て
「
平
和
の
配
当
」
を

与
え
る
こ
と
で
和
平
の
定
着
を
図
る
試
み
が
重
ね

ら
れ
た
が
、
成
果
が
定
着
す
る
前
に
武
力
紛
争
が

再
燃
す
る
事
態
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
。

　

第
三
に
、
地
方
自
治
の
強
化
の
た
め
に
ア
チ
ェ

州
政
府
に
予
算
を
含
む
権
限
を
付
与
し
た
こ
と
で

ア
チ
ェ
の
州
知
事
に
権
限
が
集
中
し
、
結
果
と
し

て
汚
職
の
横
行
を
招
き
、
州
行
政
の
透
明
性
や
そ

の
能
力
に
対
す
る
不
信
感
が
強
ま
っ
て
い
た
。
津

波
発
生
直
前
に
は
州
知
事
が
収
賄
容
疑
で
停
職
処

分
を
受
け
、
州
政
府
は
機
能
不
全
に
陥
っ
て
い
た
。

●
救
援
復
興
活
動
の
展
開
と「
レ
ラ
ワ
ン
」

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
救
援
復
興
活
動
は
ど
の
よ

う
に
展
開
さ
れ
た
の
か
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
こ
の
被
災
を
「
国
家
的

災
害
」
と
認
定
し
て
、
外
国
支
援
の
受
け
入
れ
を

表
明
し
た
。
二
〇
〇
五
年
一
月
の
時
点
で
各
国
・

国
際
機
関
の
支
援
表
明
は
五
〇
億
一
五
〇
〇
万
米

ド
ル
、
民
間
援
助
は
一
六
億
八
〇
〇
万
米
ド
ル
に

達
し
た
。
外
国
の
軍
隊
や
援
助
団
体
が
ア
チ
ェ
に

入
域
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
に
よ
れ
ば
、
津
波

直
後
の
時
点
で
ア
チ
ェ
に
入
っ
た
外
国
の
援
助
団

体
・
機
関
は
三
四
カ
国
三
八
〇
団
体
に
上
っ
た
。

　

機
能
不
全
に
陥
っ
た
州
政
府
に
か
わ
っ
て
被
災

地
や
被
災
者
の
情
報
を
集
め
、
人
道
支
援
事
業
が

重
複
し
な
い
よ
う
調
整
す
る
試
み
は
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
政
府
の
災
害
対
策
本
部
や
国
連
人
道
問
題
調

整
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ａ
）、
各
国
軍
合
同
支

援
部
隊
司
令
部
な
ど
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
各
地
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
多
く
の
人
々
が
ア
チ
ェ
を
訪
れ
た
。
津

波
被
災
直
後
の
ア
チ
ェ
で
、
救
命
救
急
、
水
・
食

料
な
ど
の
基
本
生
活
物
資
供
与
、避
難
所
の
設
置・

運
営
と
共
に
急
務
と
さ
れ
た
の
が
犠
牲
者
の
遺
体

の
収
容
で
あ
る
。
バ
ン
ダ
ア
チ
ェ
市
周
辺
で
は

六
万
体
を
超
え
る
遺
体
が
津
波
に
よ
っ
て
街
中
に

押
し
寄
せ
ら
れ
た
。
遺
体
の
収
容
と
埋
葬
は
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

赤
十
字
ス
タ
ッ
フ
が
担
っ
た
。
す
べ
て
の
遺
体
の

収
容
が
終
わ
っ
た
の
が
被
災
か
ら
二
ヶ
月
過
ぎ
た

二
〇
〇
五
年
二
月
だ
っ
た
こ
と
は
、
遺
体
収
容
作

業
の
困
難
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

全
国
各
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ア
チ
ェ
で
活
動

し
た
こ
と
は
、
ア
チ
ェ
に
対
す
る
他
の
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
人
の
意
識
を
変
革
す
る
契
機
と
な
っ
た
。

　

津
波
の
黒
い
濁
流
に
車
が
押
し
流
さ
れ
人
が
逃

げ
惑
う
映
像
や
、
道
路
際
に
ず
ら
り
と
並
べ
ら
れ

た
身
元
不
明
遺
体
の
あ
い
だ
を
家
族
や
知
人
を
探

し
て
歩
き
回
る
ア
チ
ェ
の
人
々
の
姿
は
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
国
内
の
テ
レ
ビ
・
ニ
ュ
ー
ス
で
繰
り
返
し

報
道
さ
れ
た
。
ア
チ
ェ
を
襲
っ
た
悲
劇
を
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
政
府
に
反
乱
を
起
こ
し
た
ア
チ
ェ
へ
の
天

罰
と
捉
え
る
声
も
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
泣
い
て
い
る
」
と
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
が
示
す
よ
う
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

多
く
の
人
び
と
は
、
ア
チ
ェ
の
津
波
を
同
朋
に
起

こ
っ
た
悲
劇
と
捉
え
た
。
全
国
か
ら
ア
チ
ェ
に
派

遣
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
指
す
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

語
の
「
レ
ラ
ワ
ン
」
は
、
ア
チ
ェ
の
津
波
報
道
を

通
じ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
で
広
く
知
ら
れ
る
単

語
と
な
っ
た
。
被
災
地
入
り
し
な
か
っ
た
人
々
も
、

寄
付
を
行
っ
た
り
、
楽
曲
を
作
成
し
た
り
す
る
な

ど
し
て
、
ア
チ
ェ
を
襲
っ
た
津
波
に
反
応
す
る
こ

と
が
一
種
の
社
会
現
象
と
な
っ
た
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
二
〇
〇
六
年
ジ
ャ
ワ
島
中

部
地
震
、
二
〇
〇
七
年
ス
マ
ト
ラ
島
南
西
部
沖
地

震
と
大
規
模
な
地
震
が
相
次
い
だ
が
、
そ
れ
ら
の

被
災
地
で
も
、
団
体
名
の
刺
繍
を
背
や
胸
元
に
入

れ
た
ベ
ス
ト
を
着
て
支
援
活
動
を
行
う
レ
ラ
ワ
ン

の
姿
が
見
か
け
ら
れ
た
。
ジ
ャ
ワ
島
中
部
地
震
で

は
ア
チ
ェ
の
レ
ラ
ワ
ン
も
被
災
地
入
り
し
て
支
援

活
動
を
行
い
、
災
害
が
発
生
す
る
と
国
内
各
地
か

ら
レ
ラ
ワ
ン
を
派
遣
す
る
「
レ
ラ
ワ
ン
文
化
」
が

す
っ
か
り
定
着
し
た
よ
う
で
あ
る
。

●
ア
チ
ェ・ニ
ア
ス
復
興
再
建
庁（
Ｂ
Ｒ
Ｒ
）

　

津
波
は
紛
争
に
よ
っ
て
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
ア

チ
ェ
州
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
内
外
に
開
く
契
機
と

な
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
緊
急
支
援
の
初
期
に

お
い
て
は
、
救
援
物
資
を
運
ぶ
人
道
支
援
活
動
家

に
対
し
て
国
軍
が
護
衛
料
や
「
通
行
税
」
を
要
求

す
る
事
例
も
数
多
く
報
告
さ
れ
た
。
空
港
や
港
に

運
び
込
ま
れ
た
援
助
物
資
を
国
軍
が
差
し
押
さ
え

た
事
例
や
、
災
害
救
援
に
欠
か
せ
な
い
地
理
情
報

を
国
軍
が
秘
匿
す
る
こ
と
も
見
ら
れ
た
（
以
下
、

詳
細
は
参
考
文
献
③
を
参
照
）。

　

治
安
の
不
安
定
さ
も
人
道
支
援
活
動
の
障
害
と

な
っ
た
。
国
軍
は
Ｇ
Ａ
Ｍ
の
活
動
が
続
い
て
い
る

と
し
て
軍
事
作
戦
を
継
続
し
、
被
災
地
で
の
発
砲

事
件
や
銃
撃
戦
が
相
次
い
だ
。
外
国
人
支
援
ス

タ
ッ
フ
に
対
す
る
発
砲
を
国
軍
は
Ｇ
Ａ
Ｍ
と
の
交

戦
で
生
じ
た
「
誤
射
」
と
説
明
し
た
が
、
人
道
支
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援
ス
タ
ッ
フ
は
国
軍
の
意
に
沿
わ
な
い
外
国
人
へ

の
威
嚇
と
し
て
受
け
止
め
た
。

　

国
軍
か
ら
の
干
渉
に
対
し
、
人
道
支
援
者
た
ち

の
対
応
は
大
き
く
分
け
て
三
点
挙
げ
ら
れ
る
。
第

一
に
、
自
前
の
輸
送
経
路
の
確
保
で
あ
る
。
被
災

地
に
近
い
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
マ
レ
ー
シ
ア
は
、
本

国
の
空
港
か
ら
直
接
被
災
地
の
空
港
に
支
援
物
資

を
空
輸
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
軍
が
管
理
し
て

い
な
い
空
港
を
利
用
し
た
り
、国
際
移
住
機
構（
Ｉ

Ｏ
Ｍ
）
が
組
織
し
た
大
輸
送
団
に
物
資
の
輸
送
を

委
託
し
た
り
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
た
。

　

第
二
に
、
個
々
の
支
援
団
体
や
機
関
が
持
っ
て

い
る
情
報
を
集
め
、
公
開
し
て
共
有
し
た
。
Ｕ
Ｎ

Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ａ
な
ど
の
支
援
に
よ
り
人
道
支
援
の
メ

デ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
各
支
援
団
体

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
を
集
約
す
る
と
と
も
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
世
界
に
公
開
し
た
。

　

第
三
に
、「
紛
争
地
」
を
支
援
対
象
と
し
な
い

態
度
を
と
っ
た
。
人
道
支
援
団
体
の
多
く
は
、
治

安
が
確
保
で
き
な
い
地
域
に
は
援
助
を
行
わ
ず
、

治
安
が
確
保
で
き
た
被
災
地
を
支
援
の
対
象
と
す

る
姿
勢
を
取
っ
た
。
こ
う
し
た
姿
勢
は
、
結
果
的

に
、
紛
争
を
止
め
な
け
れ
ば
復
興
や
開
発
が
進
ま

な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紛
争
の
当
事
者
に
与

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ア
チ
ェ
の
復
興
支
援
事
業
を
考
え
る
上
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
団
体
に
よ
る
復
興
・
再
建
活
動
の
調
整

を
行
っ
た
Ｂ
Ｒ
Ｒ
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
。

　

二
〇
〇
五
年
三
月
二
八
日
に
ニ
ア
ス
沖
地
震

（
Ｍ
８
・６
）
が
発
生
し
、
こ
の
地
震
の
被
害
と
あ

わ
せ
て
復
興
・
再
建
を
管
轄
す
る
機
関
と
し
て
Ｂ

Ｒ
Ｒ
が
バ
ン
ダ
ア
チ
ェ
に
設
置
さ
れ
た
。
大
統
領

直
属
の
特
務
機
関
で
あ
り
、
透
明
性
・
迅
速
性
の

確
保
や
情
報
共
有
を
通
じ
た
支
援
の
調
整
を
任
務

と
し
た
。
Ｂ
Ｒ
Ｒ
の
調
整
下
に
、
住
宅
再
建
や
道

路
・
橋
梁
・
港
湾
修
復
、
生
計
支
援
や
ト
ラ
ウ
マ

ケ
ア
と
い
っ
た
各
種
の
復
興
支
援
事
業
が
進
め
ら

れ
、
世
界
各
地
か
ら
多
額
の
資
金
と
人
員
が
ア

チ
ェ
に
入
っ
て
き
た
。

　

外
国
か
ら
の
支
援
団
体
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に

対
す
る
ビ
ザ
発
給
や
、
住
宅
再
建
用
地
の
確
保
な

ど
、
通
常
で
あ
れ
ば
管
轄
す
る
複
数
の
省
庁
を
ま

わ
っ
て
許
認
可
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

Ｂ
Ｒ
Ｒ
は
各
省
庁
の
担
当
者
を
一
箇
所
に
集
め
、

支
援
者
た
ち
が
一
度
に
手
続
き
を
済
ま
せ
ら
れ
る

よ
う
な
仕
組
み
を
整
え
た
。

　

行
政
の
効
率
が
悪
い
と
い
わ
れ
る
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
こ
の
よ
う
な
効
率
の
よ
い
仕
組
み
を
実
現
し

え
た
背
景
と
し
て
、
Ｂ
Ｒ
Ｒ
は
行
政
組
織
で
あ
る

が
、
決
め
ら
れ
た
任
期
の
間
に
成
果
を
あ
げ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
各
省
庁
か
ら
選
り
す
ぐ

り
の
人
材
が
集
め
ら
れ
た
特
別
選
抜
チ
ー
ム
だ
っ

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

解
散
を
目
前
に
控
え
た
二
〇
〇
九
年
一
月
に
Ｂ

Ｒ
Ｒ
を
訪
問
す
る
と
、
ス
タ
ッ
フ
は
四
年
間
の
事

業
の
成
果
を
と
り
ま
と
め
、
地
方
政
府
に
移
管
す

る
デ
ー
タ
の
作
成
に
追
わ
れ
て
い
た
。
寸
暇
を
惜

し
み
、
食
堂
に
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
込
ん
で

食
事
を
取
り
な
が
ら
作
業
を
進
め
る
人
も
お
り
、

会
議
室
で
は
熱
気
が
こ
も
っ
た
議
論
が
続
け
ら
れ

て
い
た
。
Ｂ
Ｒ
Ｒ
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
ほ
か
の
政
府
機
関
に
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と

を
成
し
遂
げ
た
こ
と
を
誇
っ
て
い
た
。

●
津
波
が
も
た
ら
し
た
和
平―

ア
チ
ェ

統
治
法

　

被
災
地
へ
の
救
援
復
興
支
援
活
動
と
平
行
し
て
、

和
平
プ
ロ
セ
ス
を
進
め
る
動
き
が
生
ま
れ
た
。

　

津
波
を
契
機
に
ア
チ
ェ
紛
争
が
和
平
に
向
か
っ

た
背
景
と
し
て
、
津
波
が
Ｇ
Ａ
Ｍ
の
勢
力
を
そ
ぎ
、

勝
ち
目
が
な
い
と
考
え
た
Ｇ
Ａ
Ｍ
が
和
平
交
渉
に

応
じ
た
た
め
と
の
指
摘
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
紛

争
の
か
た
ち
の
構
造
的
な
変
化
を
指
摘
し
た
い
。

　

ア
チ
ェ
で
は
国
軍
と
Ｇ
Ａ
Ｍ
と
い
う
二
つ
の
軍

事
勢
力
が
ア
チ
ェ
と
外
部
世
界
と
の
経
路
を
独
占

的
に
管
理
し
、
ア
チ
ェ
を
囲
い
込
む
か
た
ち
で
紛

争
が
進
行
し
た
。別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、ア
チ
ェ

が
「
紛
争
地
」
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
治
安
確

保
の
担
い
手
を
自
認
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
軍
事
勢
力

が
影
響
力
を
行
使
し
て
物
流
経
路
を
掌
握
す
る
構

造
に
な
っ
て
い
た
。
人
道
支
援
活
動
が
自
然
災
害

に
対
す
る
も
の
と
し
て
行
わ
れ
た
た
め
、
政
治
的

立
場
や
文
化
的
立
場
に
と
ら
わ
れ
ず
に
様
々
な
団

体
が
ア
チ
ェ
で
の
活
動
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
津
波
に
よ
り
大
規
模
か
つ
多
様
な
人
道
支
援

活
動
が
実
施
さ
れ
、
国
軍
と
Ｇ
Ａ
Ｍ
に
よ
る
ア

チ
ェ
の
「
囲
い
込
み
」
が
解
か
れ
、
紛
争
を
支
え

る
構
造
が
変
化
し
た
。

　

Ｇ
Ａ
Ｍ
は
被
災
か
ら
ほ
ど
な
く
二
〇
〇
四
年

一
二
月
三
一
日
に
「
一
時
停
戦
」
を
宣
言
し
、
和

平
交
渉
再
開
を
要
求
し
た
。
外
国
政
府
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ

は
支
援
活
動
に
お
け
る
安
全
の
確
保
と
戦
闘
休
止

を
要
求
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
仲
介
で
Ｇ
Ａ
Ｍ
と
の
和
平
交
渉
を
再
開
し
た
。

　

度
重
な
る
交
渉
の
結
果
、
二
〇
〇
五
年
八
月

一
五
日
に
Ｇ
Ａ
Ｍ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
の
間
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で
ヘ
ル
シ
ン
キ
合
意
が
結
ば
れ
た
。
こ
こ
に
、
Ｇ

Ａ
Ｍ
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
分
離
独
立
と
い
う

主
張
を
取
り
下
げ
、
和
平
の
枠
組
み
の
制
度
化
が

進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

分
離
独
立
運
動
を
政
党
政
治
の
枠
組
み
に
納
め

る
試
み
と
同
時
に
、
平
和
構
築
の
た
め
の
各
種
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
進
め
ら
れ
た
。
元
Ｇ
Ａ
Ｍ
兵
士

の
非
武
装
化
は
二
〇
〇
五
年
一
二
月
に
完
了
し
た
。

Ｇ
Ａ
Ｍ
は
解
散
し
て
、
ア
チ
ェ
委
譲
委
員
会
（
Ｋ

Ｐ
Ａ
）
へ
改
組
さ
れ
た
。
Ｋ
Ｐ
Ａ
は
、
元
Ｇ
Ａ
Ｍ

兵
士
を
構
成
員
と
し
て
、
彼
ら
の
社
会
復
帰
を
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
元
Ｇ
Ａ
Ｍ
兵
士
の

社
会
統
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
、
社
会
復
帰
資

金
の
供
与
や
起
業
支
援
が
行
わ
れ
た
。「
武
装
集

団
か
ら
政
党
へ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
Ｇ
Ａ

Ｍ
の
活
動
を
合
法
的
な
政
党
活
動
に
再
編
す
る
動

き
が
進
ん
だ
。

　

二
〇
〇
六
年
八
月
に
は
ヘ
ル
シ
ン
キ
合
意
を
受

け
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
国
会
で
ア
チ
ェ
統
治
法
が

可
決
さ
れ
、
施
行
さ
れ
た
。
ア
チ
ェ
統
治
法
は
、

ア
チ
ェ
州
に
お
い
て
地
方
政
党
の
結
成
を
認
め
た

も
の
で
あ
り
、
独
立
か
ら
今
日
ま
で
地
方
政
党
を

認
め
て
こ
な
か
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
、
ア
チ
ェ

に
極
め
て
異
例
の
扱
い
を
認
め
る
も
の
だ
っ
た
。

　

二
〇
〇
六
年
一
二
月
に
は
ア
チ
ェ
統
治
法
に
も

と
づ
い
て
住
民
の
直
接
選
挙
に
よ
る
ア
チ
ェ
州
知

事
選
挙
が
行
わ
れ
、「
独
立
派
」
と
し
て
の
活
動

歴
の
あ
る
州
知
事
が
誕
生
し
た
。

　

ア
チ
ェ
に
は
地
方
政
党
が
次
々
と
誕
生
し
、

二
〇
〇
九
年
四
月
に
実
施
さ
れ
た
総
選
挙
で
は
、

Ｇ
Ａ
Ｍ
の
流
れ
を
汲
む
ア
チ
ェ
党
が
地
方
議
会
レ

ベ
ル
で
躍
進
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

●
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
変
革
の
契
機
と
し
て

の
ア
チ
ェ

　

ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
・
津
波
へ
の
対
応
の
経
験

が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
与
え
た
意
義
を
四
点
指
摘
す

る
こ
と
で
結
び
に
か
え
た
い
。

　

第
一
に
、
二
〇
〇
五
年
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

と
っ
て
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
」
と
な
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

レ
ラ
ワ
ン
が
取
り
組
ん
だ
作
業
に
は
、
遺
体
の
収

容
の
よ
う
な
重
い
作
業
も
含
ま
れ
て
い
た
。
か
つ

て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
々
が
身
を
投
じ
た
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
独
立
戦
争
な
ど
の
政
治
運
動
に
で
は
な
く
、

自
然
災
害
の
被
災
地
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
赴

く
行
為
が
社
会
現
象
と
な
っ
た
こ
と
は
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
市
民
社
会
に
と
っ
て
あ
ら
た
な
連
携
の

可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
Ｂ
Ｒ
Ｒ
が
一
定
の
成
功
を
収
め
た
こ

と
で
あ
る
。
特
務
チ
ー
ム
に
権
限
を
与
え
、
情
報

を
集
約
さ
せ
、
一
般
官
公
庁
が
し
な
い
調
整
を
行

わ
せ
る
と
い
う
方
法
で
、
災
害
と
い
う
非
常
事
態

に
対
応
し
た
。
従
来
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
国
軍
が

非
常
事
態
に
対
応
し
て
き
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

Ｂ
Ｒ
Ｒ
の
経
験
は
、
軍
に
よ
ら
ず
非
常
事
態
に
対

応
し
た
経
験
と
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
と
っ
て

大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　

第
三
に
、
Ｇ
Ａ
Ｍ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
の
和

平
合
意
が
成
立
す
る
過
程
で
二
〇
〇
六
年
ア
チ
ェ

統
治
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
地
方
議
会

選
挙
に
お
け
る
地
方
政
党
の
導
入
を
認
め
た
ア

チ
ェ
統
治
法
は
、
地
方
政
党
を
認
め
て
こ
な
か
っ

た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
政
治
制
度
史
の
な
か
で
画
期

的
な
試
み
で
あ
る
。
地
方
行
政
に
お
け
る
地
方
政

党
制
の
導
入
は
現
在
は
ア
チ
ェ
に
限
定
さ
れ
て
い

る
が
、
今
後
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
他
州
に
適
用
さ

れ
な
い
と
も
限
ら
ず
、
中
央
＝
地
方
関
係
の
大
き

な
再
編
の
契
機
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

被
災
か
ら
四
年
半
が
た
ち
、
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
津
波
か
ら
ア
チ
ェ
は
復
興
を
遂
げ
つ
つ

あ
る
。
人
々
は
津
波
に
変
革
の
契
機
を
見
出
し
た

が
、
ア
チ
ェ
で
生
じ
た
変
革
は
ア
チ
ェ
に
と
ど
ま

ら
ず
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
他
の
地
域
に
も
及
び
始

め
て
い
る
。

（
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し 
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